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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月10日(2012.5.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験体が晩発性うつ病を有するか又は晩発性うつ病への素因があるか否かを判定するの
に使用するためのインビボイメージング方法であって、
（ｉ）前記被験体にインビボイメージング剤を投与する段階であって、前記インビボイメ
ージング剤がポリヌクレオチド又はポリペプチドと選択的に会合する化合物を含み、前記
ポリヌクレオチド又はポリペプチドが表６に記載されたものから選択される遺伝子によっ
てエンコードされ、前記化合物がインビボイメージング成分で標識されている段階、
（ｉｉ）前記インビボイメージング剤を前記被験体の側坐核で発現される前記ポリヌクレ
オチド及び／又はポリペプチドと選択的に会合させる段階、
（ｉｉｉ）前記インビボイメージング成分によって放出される信号をインビボイメージン
グ方法によって検出する段階、並びに
（ｉｖ）前記信号の位置及び／又は量を表す画像を生成する段階
を含んでなる方法。
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【請求項２】
　前記被験体がインタクトな哺乳動物生体である、請求項１記載のインビボイメージング
方法。
【請求項３】
　前記インビボイメージング成分が以下のものから選択される、請求項１又は請求項２記
載のインビボイメージング方法。
（ｉ）放射性金属イオン、
（ｉｉ）γ線放出型放射性ハロゲン、及び
（ｉｉｉ）陽電子放出型放射性非金属。
【請求項４】
　晩発性うつ病の診断方法であって、
（ａ）請求項１乃至請求項３のいずれか１項記載のインビボイメージング方法、及び
（ｂ）段階（ａ）で生成された画像を、前記インビボイメージング方法をうつ病でない被
験体で実施した場合における前記インビボイメージング剤の取込みパターンを表すインビ
ボ画像と比較する段階
を含んでなる方法。
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